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バイオサイエンス研究科

「分子・細胞レベルの最先端の手法を駆使して、多

様な生物現象を解明するための基礎的研究を推進す

るとともに、生体機能、生体物質、生体情報等の活

用に関する研究開発に携わる人材を組織的に養成す

る（学則第3条）」ことを目的に、バイオサイエンス

研究科は、平成4年4月、1名の教授の着任により

スタートした。

翌平成5年度、新たに6名の教授が着任し、学生

の受け入れ準備を進めた。平成6年3月にはバイオ

サイエンス研究棟Ⅰが竣工し、4月、教授9名、助

教授4名、助手10名が着任し、博士前期課程（修士）

Ⅰ期生129名も入学し、本格的な教育研究が始まっ

た。その後、平成6年12月に研究棟ⅠⅠが完成し、平

成8年3月に前期課程修了生、修士（バイオサイエ

ンス）、123名を送り出し、4月には博士後期課程Ⅰ

期生46名を迎えた。平成8年12月には研究棟IHが

完成し、現在のバイオサイエンス研究科の建物の整

備が完了した。平成10年3月、最初の後期課程修了

生3名（短期修了）に博士（バイオサイエンス）の

学位を授与した。また、平成10年度には、基幹17

講座について、教授1、助教授1、助手2という体

制が完成し、平成11年3月には標準修了年限を終え

た後期課程Ⅰ期生13名への学位授与が行われた。

このようにして、平成4年4月の研究科設置から、

7年をかけてバイオサイエンス研究科の教育研究体

制の整備が進められた。

また、他大学や民間企業等との連携、協力を図る

ために客員3講座が設置された。加えて、大正製薬

からの寄付を得て寄附講座「大正製薬ゲノム機能解

析講座」が、平成9年4月に設置された。また、講

座の設置を伴わない形態による連携を図るために、

平成10年度に大阪府立成人病センター研究所と、

平成11年度に財団法人地球環境産業技術研究機構

と教育研究連携協定を結び、両研究所の研究者各1

名の方に、客員教授として本研究科の教育研究活動

へ参画して頂いている。

なお、分子・細胞レベルの最先端の手法を駆使し

た研究とそれに基づく教育の推進のために、研究科

設置時に大型設備導入の年次計画を作成したが、文

部科学省の支援を得て、平成4－12年度に順次導入

が進み、当初に計画した設備の整備はほぼ達成され

た。この間の研究設備費の総額は53億円であり、そ

の結果、動植物・微生物の全ての研究分野をカバー

する最先端の設備を整えることができた。

本学では、卒業大学、専攻分野にとらわれず多様

な学生を受け入れている。そして、従来の大学院の

講義が担当教官の専門嶺域の個別講義の集まりにな

りがちな点を是正し、系統的な講義を行うことを追

求してきた。そして、平成12年度には教育課程表を

大幅に見直し、前期課程修了者として必須な基礎知

識の教育のために、「細胞の分子生物学」を教科書と

し、各教授が分担して、その全体を教育するシステ

ムを採用した。同時に、助教授の協力を得て、20名

強の小グループによる演習を新設し、理解の深化を

図ると同時に、発表・討論能力の教育を行うことに

した。こうした基礎教育の上に、動物科学、植物科

学、情報生命学等のより専門的な講義が用意されて

おり、また、年間を通して国内外の研究者によるセ

ミナーが数多く開催されていることも特徴である。

また、英語論文作成法及び生命・科学倫理を必須授

業科目とし、幅広い教育を進めた。こうした努力の

結果、平成12年度までに、前期課程修了者708名、

後期課程修了者77名を送り出している。

本研究科17基幹講座では動物・植物・微生物及び

構造生物学の各分野について、各講座の概要にまと

められているように、活発な研究を展開している。

それは、Nature、Cell等の一流誌への論文掲載の実

績、科学研究費や未来開拓学術研究推進事業などの

競争的研究費の獲得状況からも見ることができる。

研究科としては、こうした各講座の研究活動を支援

し、さらに、講座の枠を超えた連携による新たな研

究の展開を図るために、研究プロジェクトを研究科

内で公募し、種々の研究科共通経費で支援する試み

を始めている。

国際交流の上では、修士6名、博士7名の学位を

留学生に与え、現在17名が在学中である。また、ミ

ネソタ大学バイオプロセス工学研究科、韓国生命工

学研究所、高麗大学校生命工学院と学術交流協定を

締結し、定期的なスタッフ、大学院生間の交流を

行っている。海外からの研究者を含む国際シンポジ

ウムも、研究科内で7回開催している。

また、公開講座「暮らしの中のバイオサイエンス」

を過去3回開催し、地域への情報発信を行ってきた

が、オープンキャンパスにおける大学院学生による

研究内容の分かりやすい紹介と地域からの参加者と

の討論など、新しい取り組みも始めている。

なお、この間のバイオサイエンス研究科長は以下

の通りである。H4．4～H5．3谷　吉樹、H5．4～

H8．3吉川　寛、H8．4～HlO．3堀田　康雄、HlO．4

～H12．3磯貝　彰、H12．4～H13．4安田　国雄、

H13．5～H14．3小笠原直毅。

（文責　小笠原直毅）
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細　胞　構　造　学　講　座

教　授、塩坂貞夫；助教授、今泉和則；

助　手、加藤啓子；助　手、松本一宮井和政

1．沿革（教皇の設立、歴史、変遷など）

平成5年4月1日に当講座は、大阪大学医学部神

経解剖学病理学（現在はバイオメディカル教育研究

センター神経解剖学部門に改組）の助教授であった

塩坂が教授に就任し、新設研究室として設立された。

塩坂は人や動物行動における基本的メカニズムの科

学的理解を第一の目標とし、動物行動学、生理学、生

化学および分子生物学を行っていくこととした。特

に、神経終末の動的構造変化と細胞間接着・離反の

現象からシナプスを介して行われる神経細胞間の伝

達と可塑性のメカニズムの解析を積極的に研究して

いくことを最大の目標とした。そこから神経細胞の

病的な脱落、細胞死のメカニズムを追及すればアル

ツハイマー型痴呆、てんかんの病因解明ができると

考えたのである。こうした観点から講座スタッフと

してふさわしい人材を探し、大阪大学医学部助手で

あった吉田成孝（現在、旭川医科大学解剖学講座教

授）を助教授として迎えることとした。吉田は大阪

大学医学部麻酔科学講座の出身で、神経系の基礎研

究の経験及び医学臨床経験が豊富であり、且つ神経

難病について積極的に研究していたので最適な人材

であった。

吉田は平成7年に着任し、平成12年まで本学に在

籍して、特にプロテアーゼの脱ミエリン化に及ぼす

影響について研究した。当講座では助教授より助手

のポストが先についたため、大阪大学細胞工学セン

ターのボスドクであった加藤啓子を助手として採用

した。加藤は着任1年後に、ヒューマンフロンティ

アサイエンスプログラムの派遣研究員として渡米し、

しばらくは塩坂、吉田の2名のみで講座を運営する

こととなった。加藤の休職の間、大阪大学での塩坂

の学生であった陳祖林（現在米ロツクフエラー大学

講師）を助手採用し（平成7年から8年）、学生の指

導を手伝ってもらうこととした。平成8年より、当

講座に助手ポストが新たにつき、大阪大学医学部の

大学院生であった松本和政を助手として採用し、当

講座はようやく最終形が整った。平成12年10月に

吉田が兵庫医科大学解剖学講座に籍を移し、ついで

旭川医科大学教授として採用された後、同年11月か

ら、田辺製薬研究員の今泉和則を後任助教授として

招き、神経難病研究を補充・強化することとした。

2．細胞構造学講座の研究

塩坂は講座発足当初より学習行動に伴うプロテ

アーゼの機能を追及してきた。その過程で、ニュー

ロプシンをクローニングし、遺伝子及び蛋白質の解

析をすすめた結果、ニューロプシンが海馬細胞接着

因子を切断し、その接着性を変えることにより、学

習記憶などの神経可塑性に重要な機能を有すること

を明らかとした。引き続き海馬シナプス改変機構に

対するプロテアーゼおよび接着分子の役割について

検討することから学習記憶のメカニズムを追求して

きた。

一方、加藤らは神経の可塑的現象を説明するため

蛋白質間の結合のみならず糖鎖についても検討する

必要があると考え、シァル酸転移酵素とその脳内基

質の同定に向けて研究している。

今泉は家族性アルツハイマー病の原因遺伝子プレ

セニリン1（PSl）は小胞体で起こるストレス応答

機構を撹乱し、痴呆症につながる神経細胞死を引き

起こすことを発見し、アルツハイマー病の根本治療

法の開発を目指している。さらに、特定遺伝子のス

プライシング異常が直接疾患の発症に結びつく可能

性についても焦点を当て、孤発性アルツハイマー病、

家族性前頭側頭型痴呆症、脊髄性筋萎縮症など原因

遺伝子の異常スプライシングのメカニズムを追求し

ている。

3．卒業生の進路

当講座はその発足以来

34人の修士を社会に送り

出した。その卒業後の進

路は表のとおりである。

修士卒業生の約8割は研

究に携わっている。

当講座出身の博士第一

号は平成11年の駒井章

治（修士2期生）である。

平成12年には清水千草

講座修士（博士）卒業生の進路

（派遭大学院生は含まない）

l進路1l人数l割合（％”

師l3（叫　8（吋
晰卜　5（3＝l13瑚
㈲l9（00ll24　叫
塵用土＝　8（叫l21叫
凍究納l【5（0＝13（00
㈱r　4（0＝10　叫
座学　Il4（00lllO　叫
」一／「l38（4）lll∞（1吋

（2001年9月）

（修士1期生）、何小挿（博

士課程）、谷直之（修士3期生）ら3名の新バイオサイ

エンス学博士が誕生した。また、大阪大学医学部か

ら派遣されていた平田昭夫（修士1期生）、井上直子

（修士2期生）と2名の新医学博士が誕生した。これで

当講座発足後の博士号取得者は6名（2001年9月現

在）となった。

（文責　塩坂貞夫）
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細　胞　機　能　学　講　座

教　授　谷　吉樹、助教授　桂樹　徹、

助　手　小野寺慶子、吉田信行

バイオインダストリーの新たな展開を目的とし

て、微生物の細胞機能の活用による有用物質生産の

新規プロセスの開発並びに環境／資源／エネルギー

問題に関わるバイオプロセスの構築を目指した基盤

的研究を行ってきた。以下、これまでの研究の内容、

成果及びスタッフの指導の下にそれぞれのテーマで

研究に従事した卒業生（進路）、研修員及び在学生を挙

げる。

Ⅰ．有用物井生産プロセスの開発に関する研究

1）フローサイトメトリーに関する研究

フローサイトメトリーにより微生物の効率的スク

リーニングシステムを開発することを目的に、チア

ミン、PQQ、アスタキサンチンの高生産菌を単離す

るシステムを構築した。セルソ一夕ー顕微鏡の開発、

藻類の分離も行った。また、微生物共生系の解析に

適用することをポリアクリル酸ソーダ分解系で検討

している。

幸田明生（大関酒造）、松本隆仁（大阪府大DC）、岩

橋正英（DC）、田中聡（日本べクトン・デイツキン

ソン）、中谷充孝（明治製菓）、植野寿人（日本カンタ

ム・デザイン）、永康晋哉（理研ビタミン）、桧作公理

（ポッカ）、小出修（日本アルシー）、山口睦世（M2）、

浮辺　健（Ml）

2）有用酵素の生産と活用に関する酵素科学的研究

メタノール酵母のグリセロール脱水素酵素につい

て生化学的、遺伝子工学的研究を進めるとともに各

種光学活性アルコールの生産について検討している。

糖尿病診断用酵素として見いだしたフルクトシルア

ミノ酸酸化酵素、1、5－アンヒドログルシトール脱水

素酵素について生化学的、遺伝子工学的解明さらに

生理的役割について検討している。飼料申のフィチ

ン酸除去のための麹菌フィターゼについては高生産

株の選抜、育種、生産条件の検討を行った。

竹本純忠（日世）、橋本恒治（関西化学機械製造）、高

塚賢二（和光純薬、京大DC）、村田夏美（山本秀策特

許事務所）、内田恵津子（ライオン）、江本英司（高砂

香料）、宍道哲也（キッコーマン）、林千都子（キリン

ビール）、赤澤真一（DC）、政田綿（和田金型）、池田

司（CTCラボラトリーシステム）、松川司（ハイテッ

ク）、河原升（M2）、溝口徳寿（Ml）、宋興安（研修員）

3）各種有用物賞の生産プロセスの開発に関する研究

アルキルベンゼンを基質とする光学活性アルコー

ルの生産とそれを触媒するモノオキシゲナーゼの解

析、メタノール酵母による糖からのポリオールの生

産、中鎖炭化水素からのモノカルポン酸の生産、石

油類に作用するバイオサーファクタントとしてのリ

ボペプチド、グリコリビッドの単離と構造解析、

パーム油に含まれる高級脂肪酸の転換について検討

した。また、食品工業副産物の利用のための麹菌へ

の耐アルコール性、耐塩性の付与を試みている。

卯津羅淳子（DC）、鈴木伸介（たなか）、荒川敬（高田

酵素）、古瀬意（理研ビタミン）、HermanSuryadi

（インドネシア）、KimHee－Sik（韓国）、林国権（マ

レーシア）、鈴木隆活（M2）、松木理恵（Ml）

4）ビタミンB6の生合成に関する研究

枯草菌におけるどタミンB6生合成経路の解明を

目指し、グリコールアルデヒド生成系の解明、大腸

菌の遺伝子との比較、枯草菌特有の遺伝子の探索に

ついて研究を進めている。

坂井章浩（PD、米国）、片山圭士（協和発酵）、北実

（DC）、木下奈津美（武庫川女子大）

Ⅱ．環境／資源／エネルギー問題に関する研究

1）環境修復技術の開発に関する研究

環境汚染物質として、合成ポリマー（ポリエチレ

ン）、原油中の含硫化合物（ジベンゾチオフェン等）

及び含窒素化合物（カルバゾール等）並びにダイオ

キシンを対象としそれぞれ分解菌の分離、分解機構

の解明、分解菌による長鎖炭化水素、多環芳香族の

分解、嫌気的条件下での分解、土着微生物の活性化

によるバイオステイミュレーションについて検討し

ている。また、溶媒耐性の付与についても検討した。

田中宏幸（鴻池組入辻井将之（財務省）、島瀬雅行（サッ

ポロビール）、森本正和（ニチモウ）、辻裕之（大阪市

中学校教諭）、菊池寛（環境省）、近藤俊輔（サラヤ）、

山本修司（松下情報システムテクノ）、椋本洋司（アサ

ヒビール）、大畑奈緒子（M2）、佐野友則（M2）、田中

陽子（M2）、井上賢一（Ml）、吉田克臣（Ml）

2）備手原油の微生物解析

エネルギーの安全保障のために行われている石油

備蓄において問題となる可能性のある微生物の存在

について、16SrRNA検出による非培養法技術によ

り明らかにし、その動態について検討を進めている。

渡部典子（日本生活協同組合連合会）、柳田　朗（研修

員）、佐藤大介（M2）、西本佳菜（Ml）、矢木一弘（Ml）

（文責　谷　吉樹）
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細　胞　遺　伝　学　講　座

【スタッフ】教授：小笠原直毅（理学博士（名古屋

大学）、H5．4大阪大学医学部講師より昇任）、助教授：

守家成紀（医学博士（金沢大学）、H6．4大阪大学医

学部助手より転任、H7．4助教授へ昇任）、助手：笠

原康裕（博士（農学）（東北大学）、H7．4助手へ採用）、

助手：朝井計（博士（農学）（東京大学）、H8．4助手

へ採用、H12．4埼玉大学理学部助手へ転任）、助手：

小林和夫（博士（農学）（東京農工大学）、H9．4リサー

チアソシエイトヘ採用、H12．4助手へ昇任）

【研究内容と研究牛】

（1）枯草菌の全ゲノム配列決定の成果を基に、枯草菌

ゲノム機能の組織的解析を目指す国際プロジェクト

の日本代表として、新規遺伝子の網羅的な変異株作

成と発現解析、変異株の表現型探索を行った。

関連する研究費：H3－7創成的基礎研究費「ヒトゲノ

ム解析」・分担課題「枯草菌のゲノム解析」、H8－12

特定嶺域研究（A）「ゲノムサイエンス」・分担課題「枯

草菌ゲノム配列情報に基づく系統的遺伝子機能の解

析」、H8－12未来開拓学術研究推進事業「モデル生

物のゲノムサイエンス」

（2）枯草菌染色体の複製、分配、細胞分裂の分子機構

とその制御システムの全体像を理解するために、関与

する新規遺伝子の同定、蛋白質一蛋白質相互作用の解

析、蛋白複合体の細胞内動態の解析を進めている。

関連する研究費：H8－11特定領域研究（A）「細胞複製

装置」・分担課題「染色体の複製分配機構」、Hll－14

基盤研究（B）「枯草菌細胞周期を制御する因子の細胞

内動態と因子間相互作用の解析」

（3）ゲノム配列から見出された新規遺伝子の内、細胞

増殖に必須なもの、多くの生物に普遍的に保存され

ているもの、2成分制御系遺伝子等について、その

機能解明を進めている。そのため、蛋白質2次元電

気泳動やDNAアレーを用いた遺伝子発現動態の解析

や酵母Twohybrid法などによる蛋白質相互作用の

解析などのゲノム的研究手法の導入を進めている。

関連する研究費：H12－16特定領域研究（C）「ゲノム

生物学」・研究課題「枯草菌蛋白質の相互作用ネット

ワークの解明」、HlO－11基盤研究（C）「ゲノム解析か

ら見つかった新規標的遺伝子の解析：新型抗生物質

の開発に向けて」、H12－15「新規必須遺伝子の機能

解析とそれらを標的とする抗菌剤の探索」

【主な発表論文】

（1）Kobayashi，K．，etal．（2001）．Comprehensive

DNA microarray analysis of BacLtlus subtills

two－COmpOnentregulatorysystems．JBacteriol

183，7365－7370．（2）Yoshida，K．，et al．（2001）．

Combinedtranscriptomeandproteomeanalysis

asapowerfulapproachtostudygenesunder

glucoserepressioninBacmussubtiI血Nucleic

AcidsRes29，683－692．（3）Ogasawara，N．（2000）

．Systematicfunctionanalysisof助CHIussubtHig

genes．ResMicrobiol151，129－134．（4）Fukuchi，

K．，etal．（2000）．TheessentialtwoTCOmpOnent

regulatorysystemencodedbyyycダandyycG

modulates expression ofthe ftsAZoperonin

BaciIlussubtHLs．Microbiology146，1573－1583．

（5）Asai，K，etal．（2000）．RegulationofthetranSFOrt

SyStem for C4－dicarboxylic acidsin BacLZlus

SubtilL5．Microbiology146，263－271．（6）Imai，Y．，

et al．（2000）．Subcellularlocalization of Dnap

initiationproteinsofBacLTlussub此evidence

thatchromosomereplicationbeginsateither

edgeofthenucleoids．MoIMicrobio136，1037T

lO48．（7）Moriya，S．，et al．（1998）．A BacIllus

SubtHisgene－enCOdingproteinhomologousto

eukaryoticSMCmotorproteinisnecessaryfor

Chromosomepartition．MoIMicrobio129，179－

187．（8）Hassan，A．K．，etal．（1997）．Suppression

Ofinitiationdefectsofchromosomereplication

in Baclllus subtllls dnaA and oTIC－deleted

mutantsbyintegrationofaplasmidreplicon

intothe chromosomes．JBacteriol179，2494－

2502．（9）Kunst，F．，etal．（1997）．Thecomplete

genome sequenceofthe gram－pOSitivebacte－

riumBacLTlussubtHi5LNature390，249－256．

【修了学生の動向】

修士課程修了者26名：博士課程進学9名、就職17

名（花王生物科学研究所、京都大学化学研究所、理

研ビタミン、（株）プレシエンス、理研ゲノム科学総

合センター、摂南大学薬学部、コシナ、日立ソフト

ウェアエンジニアリング、ドラゴンジェノミック

ス、東海ソフトウエア、カバヤ、製品評価技術機構

など）

博士課程：修了者1名（現三共株式会社バイオメ

ディカル研究所）、研究指導認定退学3名（現花王生

物科学研究所、（株）ハイテック、情報処理専門学校

進学）、退学1名（現ジェノックス創薬研究所）

（文責　小笠原直毅）

－82－



細　胞　内　情　報　学　講　座

～新米教授書闘記～

奈良先端大創立10周年おめでとうございます。

本来ならば現教授の伊東広先生に教室の沿革を書

いていただくところですが、研究室の発足以来平成

13年3月まで7年間教授を務めていました私が筆を

とることになりました。

平成6年4月1日、私は住み慣れた神戸の街をは

なれ、生駒にある奈良先端大に赴任しました。建物

はまだ一部しか完成されておらず、1フロアに3研

究室が同居するという手狭さはありましたが、なに

はともあれ全く新しい研究室が誕生したわけです。

スタッフは教授と助手の中福雅人さん（現東京大学

助教授）、後に研究室に参加してくれることになった

8人のMl学生です。中福さんはまだ精神神経セン

ターと兼務しておりましたので、実質殆ど一人で8

人のMl学生と新しい研究室を立ち上げることにな

りました。1期生は天野さん、金子君、木村君、栗

山君、原田君、漬島さん、松井君、山本君の8名で

す。このうち、天野さん、原田君、山本君は社会人

や修士を経験していましたが、後の5人は殆ど分子

生物学の素人でした。最初は彼等素人を前にどう教

育すればよいのかわからない状態でした。それでも、

彼らを不安にさせないためにも「私の言うようにや

れば必ずうまくいく」と、念仏のように唱える毎日

でした。それで、いつしか教祖と津名されるように

なったのかもしれません。もともとRasをはじめと

する低分子量G蛋白質の生理機能の研究をしていた

私は、新天地ではできればじっくり大きなテーマに

取り組みたいと思っていました。当時、低分子量G

蛋白質の機能は徐々に明らかになりつつありました

が、その標的蛋白質については殆どわかっていませ

んでした。そこで、私は素人でもやれるテーマとし

てあまり人が手がけていないR－RasやRapl、Ralと

いう低分子量G蛋白質の標的蛋白質を同定すること

に目標を定めました。手法としてはできるだけ生化

学的な方法でやろうと考えました。何故ならば、素

人の初期教育には生化学が最適だからです。また、

最近は生化学的な手法で結合蛋白質を同定するとい

う泥臭い方法は好まれず、殆ど競争がないと思った

からです。8人ひとりずつを同時に教えるというこ

とはたいへんでしたので、苦肉の策として、実験経

験のある天野さん、山本君、原田君とそれぞれ木村

君、松井君、栗山君を組ませてチームを作り、別個

にRal，R－Ras，Raplとの標的蛋白質の精製を始めま

した。金子君は精神神経センターに出向させ、中福

さんの指導を受けさせました。方法はいたって簡単

でR－Ras，Rapl，RalをGSTとの融合蛋白質として

精製してカラムに固相化してアフィニテイカラムを

作製しました。そこに、牛脳の抽出液をかけ結合蛋

白質を精製するわけです。大量の牛の脳と格闘する

私と大学院生は端からみると異様に見えたかもしれ

ません。幸運にもR－Ras結合蛋白質が短期間で同定

されクローニングにも成功したことからやればでき

るのだという雰囲気が研究室内に出てきました。し

かし、物事はそううまくは運びません。Rapl結合蛋

白質は収量が極端に少なく、抜本的な方法の改善が

求められていました。どうしようもないという雰囲

気が出てきた頃、昔とった杵柄で硫安沈殿で蛋白

質を濃縮するとともに脱脂肪しようという考えが

浮かびました。このアイデアはうまくあたりRapl

結合蛋白質を同定することができました。それだけ

ではなく、コントロールとして行ったRhoにも特異

的な蛋白質が結合することがわかりました。結果的

に、prOteinkinaseN，Rho－kinase，myOSinphos－

phataseといったRhoの標的蛋白質が同定され、

Rhoによる細胞骨格や接着の制御機構が明らかにな

り、我々の仕事は大きく進展するとともに世の注目

を浴びるところとなりました。2年目には中福さん

が助教授として本格的に神経発生のグループを立ち

上げ、神経幹細胞の仕事を精力的に進めました。ま

た、助手の黒田真也君や、深田夫妻、千原君、小林

君、狩野さん、鈴木君、鳥居君といった2期生が加

わりました。黒田君のグループはRhoファミリーに

よる細胞間接着の制御機構の解明に大きく貢献しま

した。4年目に助手として門田裕志君が加わり線虫

のグループを立ち上げ、モデル生物を用いた細胞骨

格の制御機構の解析や神経系の解析で成果をあげて

くれました。5年目には中福さんが東大医学部に独

立助教授として転出し、代わりに稲垣直之さんが助

教授として赴任し神経回路形成のグループを立ち上

げました。稲垣さん達はRho－kinaseの基質として

同定したCRMP－2が神経細胞の極性形成に関与する

ことを見出しました。同年、一期生の天野さんが助

手に採用されました。毎年、7人種の修士学生を受

け入れ、退任時には総勢26－7人の大所帯となりま

したが、研究成果や論文投稿に一喜一憂しながらも

和気あいあいとした雰囲気で研究室が運営されてい

たように思います。

平成13年9月からは伊東教授の下、新体制で研究

室が発足しております。新しい研究室のさらなる発

展を祈り筆を置きたいと思います。

（文責　貝淵弘三・現名古屋大学大学院医学研究科）

－83－



細　胞　間　情　報　学　講　座

1．スタッフ

教　授、磯貝　彰（H6東京大学農学部助教授より）

助教授、高山誠司田7味の素（株）中央研究所研究員より）

助　手、察　晃植肛Ⅰ6理化学研究所特別研究員より）

柴　博史（H9東京大学農学部博士修了）

教務職員、岩野　恵　任i8奈良女子大非常勤講師より）

2．研究内容

細胞間情報学講座では、生物の営む生命現象にお

ける細胞間コミュニケーションに関わる情報分子の

構造と機能、その受容と情報伝達を中心に次のよう

なテーマで研究を行ってきた。

（1）自家不和合性の分子機構

アブラナやペチュニアを用いて、植物の自家不和

合性における自他識別機構を解明する。

（2）植物の生体防御機構

イネと植物病原細菌を材料として、植物による病

原菌の認識と抵抗性反応誘導の分子機構を解明

する。

（3）粘液細菌の光形態形成機構

粘液細菌Stigmate11aaurantiacaが、飢餓条件下

で光により誘導される子実体形成の分子機構を解

明する。

（4）光要求性除草剤耐性植物の耐性機構

光要求型除草剤の標的酵素であるプロトボルフィ

リノーゲン酸化酵素の動態から植物の除草剤耐性

機構を解明する。

3．原著論文

Directligand－reCeptOrCOmplexinteraction

COntrOIs BTaSSIca self－incompatibility．S．

Takayamaetal．，Nature413，534－538（2001）．

Dualtargetingofspinachprotoporphyrinogen

OXidase－ⅠItomitochondriaandchloroplastsby

alternativeuseoftwoin－frameinitiationcodons．

N．Watanabe et al．，J．Biol．Chem．276，20474－

20481（2001）．

Flagellin from anincompatible strain of

Pseudomonas avenaeinduces a resistance

responseinculturedricecells．F．－S．Cheetal．，J．

Biol．Chem．275，32347－32356（2000）．

Thepo11endeterminantofself－incompatibil－

ityinBTaSSIcacamDeS亡r由．S．Takayamaetal．，

Proc．Natl．Acad．Sci．USA　97，1920－1925（2000）．

Isolationandcharacterizationofpollencoat

proteinsof肋sskacan7PeStBthatinteractwith

S－locus related glycoproteinlinvolvedin

POllen－Stigmaadhesion．S．Takayamaetal．，Proc．

Natl．Acad．Sci．USA97，3765－3770（2000）．

その他59報

4．課程博士

円谷徹之「ナス科植物f七山刀由ムybノブ血の自家不

和合性遺伝子の解析」（H12．3）；渡辺尚英「高等植物

のポリフィリン生合成系に関与するプロトポルフィ

リノーゲン酸化酵素に関する研究」（H12．3）；森川雪

香「粘液細菌5旭ma始〟aaura出ねcaの子実体形成

に関する研究」（H13．6）

5．受賞など

奈　晃植：H9植物化学調節学会奨励賞；渡辺尚英

（D2）：日刊工業新聞社Hll先端技術学生論文産経新

聞社賞；田中則子（D2）：日刊工業新聞社H13先端技

術学生論文ニッポン放送賞；磯貝　彰：日経BP社

H13日経BP技術賞大賞；磯貝　彰：H14日本学士

院賞

6．研究未受領状況

（1）科学研究費補助金受入額（単位、万円）

H6，850；H7，5130；H8，2600；H9，3354；HlO，

3350；Hll，4020；H12，5900；H13，5950

（2）未来開拓学術研究

H8－H12（代表、磯貝　彰）；

H12－　（分担、高山誠司、察　晃植）

（3）財団等よりの助成

千里ライフサイエンス振興財団HlO（幸　晃植）

三菱財団自然科学研究助成H13（磯貝　彰）

7．学術振興会特別研究且採用：DC2，2名；PD，l名

8．修士修了学生の就職先

アイシン精機、エスビー食品、警察庁科学警察研

究所、キッセイ薬品、クインタイルズ・トランスナ

ショナル・ジャパン、シスメックス、住友化学、創

価大学、宝酒造、タカラベルモント、通産省製品評

価技術センター、東芝ケミカル、名古屋製酪、日本

バイエルアグロケム、農水省北陸農政局、バザール

フーズ、ヒガシマル醤油、広島県尾道農林事務所、

ファルコバイオシステム総合研究所、不二製油、森

永製菓、羊土社、横浜税関、山本秀策特許事務所

（文責　磯貝　彰）
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植　物　代　謝　調　節　学　講　座

スタッフ

平成6年4月に新名惇彦教授が大阪大学工学部応

用生物工学講座より配置替で赴任した。7年4月に吉

田和哉助教授、関根政実助手が同じく阪大より、8年

4月加藤　晃助手がRITEより着任し、12年4月本

学2期生の仲山英樹が教務職員として採用された。

研究の流れ

21世紀の人類が抱える人口・食糧・資源・地球環

境問題の解決にはいずれも植物の機能の向上と活用

が必須である。講座開設以来、「21世紀、植物が人

類を救う」をスローガンに植物代謝工学を基本に、

基礎と応用研究に取り組んできたが、この間の研究

テーマの変遷、進捗状況を概説する。

1）植物遺伝子の発現制御機構　講座開設時より吉

田助教授を中心に、果実の表皮で特異的に発現

するキュウリのアスコルビン酸オキシダーゼ、

根特異的なシロイヌナズナのペルオキシダー

ゼ、熱ショックで誘導されるシロイヌナズ

ナのHSP18．2、傷害で誘導される西洋ワサビの

ペルオキシダーゼの遺伝子について制御シス

配列、転写因子を同定し、その相互作用、転写

因子の活性化機構の解析を行ってきた。博士学

位取得者2名、論文10編

2）植物培養細胞の代謝工学　全教官が協力して、

増殖が速いタバコ培養細胞での有用物質生産に

必要なプロモーターの開発を行ってきた。1期

生がタバコ細胞培養の対数増殖期と増殖停止期

に強く発現する遺伝子のCDNAを複数単離し

た。2，3期生はそのプロモーターを単離、解析

し、4，5期生は植物体でのプロモーター機能の解

析を行った。なかでもアルコールデヒドロゲ

ナーゼ連伝子のプロモーターは強力かつ根特異

的発現も示し、5′非翻訳嶺域は種々の植物で翻

訳を数十倍高めることを発見した。また、外来

遺伝子を安定に発現させるインシュレ一夕ーを

植物で初めて実証した。博士学位取得者1名、

論文5編、特許出願5件

3）タバコの細胞周期を制御する遺伝子　関根助手

を中心に、平成7年よりタバコの細胞周期制御

に関わるサイタリン遺伝子の網羅的取得を開始

し8種類得た。少し遅れてCDK遺伝子も単離

し、平成10年にはGl期制御に重要なE2F、Rb

遺伝子を単離し、12年にはこれらの相互作用を

植物で初めて明らかにした。現在、シロイヌナ

ズナについても研究を行っている。博士学位取

得者1名、論文5編

4）葉緑体工学　加藤助手の着任により、クラミド

モナスを材料に葉緑体ゲノムの遺伝子操作を開

始した。葉緑体ゲノムは細胞あたり100コピー

以上あり、外来遺伝子発現の格好の場である。葉

緑体で有効なプロモーターをもつ遺伝子を数種

類取得し、転写、翻訳活性に必要な配列を詳細

に解析した。現在、研究はタバコに発展させて

いる。博士学位取得者1名、論文2編

5）耐塩性植物の分子育種　初年度より講座の看板

にもなっている「海水を潅漑用水に」のテーマ

のもと、吉田助教授、仲山教務職員を中心に、好

塩性細菌の適合溶質、エクトイン生合成の3遺

伝子をタバコおよびイネに導入し、浸透圧

ショック耐性を与えることを示した。平成10年

からは有害なNa＋イオンの浸入に関与する膜

タンパク質の遺伝子の機能解析を始め、イネ

HKTl遺伝子に変異を与えるとNa＋の取込能

が低下することを発見した。一方、酵母のNa＋

排出遺伝子はタバコの耐塩性を向上させた。耐

塩性付与に必要な要素遺伝子はほぼ揃った。博

士学位取得者2名、論文4編、特許出願1件

その他の活動

NEDOプロジェクト：化石資源に依存しない社会

を造るために、植物による工業原料生産を目指す

NEDOの5年プロジェクト（企業8社、大学等12研

究室の共同研究）を平成11年度から主導している。

社会との繋がり：新名教授、吉田助教授は遺伝子組

換え植物の安全性に関する市民への情報提供に講演、

執筆、メディアを通じて、国内外で積極的に取り組

んできた。

学生の動向（括弧内は女子）

前期課程　第1期生～第8期生　58（17）名

修了者42（14）名：企業就職28（9）名、

後期課程進学10（劫名、公務員1名

研究員2（2）名、派遣元復帰1名

在籍者14（2）名、中退者2（1）名

後期課程　第1期生～第6期生15（5）名

修了者7（1）名：企業就職1名、本学職員1名、

博士研究員（国内）2名、

博士研究員（海外）3（1）名、

在籍者8（4）名

（文責　新名惇彦）
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動　物　代　謝　調　節　学　講　座

スタッフと研究内容：

本講座は、高等動物の発生、形態形成機構を遺伝

子レベルで明らかにすることを主たる目的として、

研究教育を行っている。

動物代謝調節学講座の教育研究活動は、平成6年

バイオサイエンス研究科1期生の入学および高橋直

樹（教授）の着任によって開始された。高橋は高等

動物発生課程における遺伝子発現調節機構の研究を

行ってきていたが着任後も、マウスおよび線虫をモ

デル動物として、ホメオボックス遺伝子を主とした

発生に関わる転写因子をコードする遺伝子群の発現

および機能の解析を行っている。また着任後ゲノム

レベルでの転写調節機構の解析、システムとしての

細胞の理解を目指した研究を開始している。田中信

之（助教授）はがん関連遺伝子の研究を行ったが、そ

の後東京大学医学研究科に転出した。小椋利彦（助

手、後に助教授）はニワトリ発生過程への遺伝子導

入技術等を用いて、Tbx遺伝子群の前後肢の特異性

決定機構および網膜一視蓋投射の特異性に関わる機

能の解析等の研究を行った。これらの成果によって

アドバイザー委員会学術賞を受賞した。武内恒成

（教務職員後に助手）は神経系の形成機構の細胞生物

学的研究を行ったが、その後名古屋大学理学研究科

に講師として転出した。岡南政宏（助手）はホメオ

ボックス標的遺伝子の発生過程における発現調節機

構を、マウスヘの遺伝子導入等の方法を用いて、個

体レベルで解析している。森光俊晴（助手）は初め

ての本学出身のスタッフであり、ポストゲノム時代

に、新たに開発した技術を用いて、システムとして

の転写調節機能の解析を行っている。小柴和子（教

務職員）は本講座の研究教育活動を支えている。

最近の主な参考文献：

1．Koshiba－Takeuchi，K．etal．Science，287，

134（2000）．

2．Ohsaki，K．etal．GenesCells，4，267（1999）．

3．Takeuchi，J．K．etal．Nature，398，810（1999）．

4．Nakamura，T．etal．J．Biol．Chem．274，13322

（1999）．

5．Ohuchi，H．etal．Development，25，51（1998）

6．Ito，T．etal．PlantCellPhy畠iol．38，248（1997）．

7．Shoji，H．etal．Mech．Dev．174，55（1996）

教育活動：

これまでの7年半の間に、50人以上の学生が（現

在の在籍者を含む）本講座に在籍し教育を受けた。

以下に現在までの博士前期、後期課程の修了者を記

す。これらの修了者の多くは、企業、大学、国立研

究所等に就職しており、高い能力の評価を受けてい

る。また、博士後期課程において3名が、日本学術

振興会奨励研究員に採用されており、高い研究能力

の評価も受けている。

博士前期課程修了者：

平成8年：奥田寛睦、大崎加奈枝、高橋忠孝、

玉森一、林啓太郎、藤井正樹、

明神末代子、森光俊晴

平成9年：小島拓哉、近藤明子、高橋源尚、

内藤真由美、鳴瀬善久、宮下俊雄

平成10年：青柳奈々、石田洋子、竹内純、

萩原正人、福田敏史

平成11年：宇野健一郎、河村昭、松井理恵、

松本健、村山研、室山優子、

山田竜一

平成12年：大西弘恵、桑形尚吾、榊一郎、

竹添裕高、前田由紀子、牧野初音

平成13年：石川裕章、枝吉さとえ、乙黒敬生、

門田美和、中川明、西岡朋尚

博士後期課程修了者：

平成11年：大崎加奈枝

平成12年：高橋源尚、竹内純

平成13年：小島拓哉

（文責　高橋直樹）
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形　質　発　現　植　物　学　講　座

1．スタッフの変遷

形質発現植物学講座は平成6年4月に山田康之教

授（京都大学農学部教授と併任）、橋本隆助教授でス

タートした。同年11月から山田教授が専任となり、

7年4月から鹿内利治助手と中島敬二助手がスタッ

フに加わった。

平成9年4月から山田教授が本大学学長に就任し

た為、退官した。（第1期）

平成10年4月から田坂昌生教授の担当となり、

平成11年3月に橋本助教授が平成13年5月に中島

助手が植物遺伝子機能学講座に移動し、平成11年

5月に寺尾美代助手、平成12年5月に深城英弘助手

が加わった。（第2期）

2．研究概要

第1期（平成6年～平成11年）は、1）植物二次

代謝（特にトロパンアルカロイドとニコチンの生合

成）の制御並びに有用アルカロイド高生産植物の分

子育種、2）植物細胞の偏差伸長機構の分子遺伝学

と細胞生物学の2つの課趨について研究した。特に、

新規にクローニングした複数のアルカロイド生合成

遺伝子を改変して薬用植物に導入、発現させることに

より、アルカロイド含量を人為的に改変することに成

功した。このような代謝工学による有用二次代謝産物

の生産性向上は応用面からも注目されている。

第2期（平成11年から）は、1）植物の茎頂分裂

組織形成の分子機構の解明、2）シュートの重力屈

性の分子機構の解明、3）植物ホルモンのオーキシ

ンによる側根形成制御メカニズムの解析、4）高等

植物の短期的強光馴化の分子機構解明の4つの課題

に対して、モデル植物であるシロイヌナズナを材料

に分子遺伝学的、逆遺伝学的アプローチを行ってい

る。これら全ての課題で、得られている成果はその

独自性から世界的に高い注目を浴びている。

3．卒業生、在校生、その他

卒業生

課程博士

平成11年3月　鈴木賢一「Molecularanalysis

OftropanealkaloidbiosynthesisInAtropa

belladonna」

平成11年3月　松山　崇「Molecularanalysis

OftherootcapfromZeamays」

修士卒業

平成8年3月　鈴木賢一、渡辺夕子、内田純也、

小栗英生、船越政男、平澤匡、大下陽子

平成9年3月　赤間浩之、立元秀樹、八谷輝、

宇都野要、玉木克知、土原和子、三原卓

平成10年3月　佐藤秀尚、庄司巽、古谷育代、

高本秀司、嘉屋正彦、藤林邦生、増川正敏

平成11年3月　松原啓滋、鈴木興也、清水克己

平成12年3月石井暁、岩瀬忠行、佐藤将一、

多米田悟司、直井国子、高部和男、宗景ゆり

平成13年3月木村要、槍原健一郎、長房清志、

益田悠、佐藤武史、北候雅也、平研介

在校生、その他

博士課程；2年宗景ゆり

1年木村要、槍原健一郎、長房清志

修士課程；2年新漬充、松井僚、柳本佳子、

富川泉、山寄裕之、矢野大輔、古谷将

彦

1年清瀬慎一郎、橋本美保子、成房祐子、

遠藤紗知子

博士研究員；田岡健一郎

特別研究学生；加藤荘英（京都大学大学院理学研

究科）、大門靖史（京都大学大学院理学

研究科）

技術補佐員；宮田桃子、石原聖子、浅沼千裕、

宇野恵子、上田典子

4．発表輸文（総説を除く）

第1期（1994～1999）関連；20編

第2期（1999～）関連；14編

5．研究費

文部省科学研究費（一般研究C、基盤研究B、

基盤研究C、重点領域研究，特定領域研究、国際学

術研究）、日本学術振興会（未来開拓学術研究、　日

独科学協力事業）、日本宇宙フォーラム、農林水産省

生産技術会議、山田科学振興財団、日本応用酵素協

会、ノバルティス財団

（文責　田坂昌生）

ー87一



応　用　微　生　物　学　講　座

応用微生物学講座は客員講座として開設され、

基幹講座の専門分野と適切に補完しつつ本学の教

育範囲を拡大・補強する目的を持っている。学内に

研究室は持たないが、教官は随時セミナー、特別講

義を開催し、大学院生の指導に当たっている。特に

産学連携、異分野間の研究交流の面で客員講座の

果たす役割は大きいと考えられるが、頻繁に開催

されるセミナー等により企業や他機関の研究開発

に関する最新の動向にふれるよい機会を提供して

いる。

応用微生物学講座の初代教授は中尾義雄で、武田

薬品工業株式会社理事、中央研究所副所長、千里ラ

イフサイエンス振興財団常務理事等を歴任後、本

学客員教授に就任した。専門分野は微生物生理活

性物質、発酵プロセス開発で、セミナーの開催等を

通じて、関連分野の本学における研究教育活動に

あたった。

平成7年度にはロッシュ分子生物学研究所研究

員、ハーバード大学研究員を歴任した高田慎冶（京

都大学理学部助教授）が助教授に就任した。分子生

物学および発生生物学分野を担当し、最先端の研究

動向に関してセミナーを開催した。

平成9年度には中尾義雄が退任し、住友化学生

命工学研究所所長の大塩祐陸が客員教授に就任し

た。植物の生長調節剤に関する研究を中心とした、

産業界における研究開発の実例などを交えたセミ

ナー、特別講義を開催した。また、高田慎冶に代

わって、カリフォルニア大学デービス校研究員等

を歴任した大阪大学大学院工学研究科助教授の高

木昌宏が客員助教授として着任し、極限微生物学、

抗体工学およびそれらの関連分野に関する研究教

育を行った。

平成10年度にはキャノン株式会社から羽田久一

が助手として着任し、情報処理学、ディジタルライ

ブラリに関する教育研究を担当した。

平成11年度は大塩祐陸が退任し、田辺製薬株式会

社相談役兼田辺R＆Dサービス取締役会長の土佐哲

也が客員教授に就任し、酵素工学、生物工学、応用

微生物学の研究教育を担当した。助教授にはカリ

フォルニア大学サンディエゴ校研究員等を歴任した

阪井康能（京都大学大学院農学研究科助教授）が就

任し、応用微生物学、分子細胞生物学、制御発酵学

の教育研究を担当した。

平成13年度は本学バイオサイエンス研究科から

横浜国立大学大学院環境情報研究院に転出した平塚

和之と、九州大学大学院農学研究科に転出した三宅

親弘が担当することになったが、これは転出教官が

関連する本学の教育研究と共同研究プロジェクトの

円滑な推進に寄与している。

（文責　平塚和之）
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原　核　生　物　分　子　遺　伝　学　講　座

平成6年度に真木寿治教授と9名の第1期生、そ

れに教授の前任地で指導していた関係で引き受けた

研究指導委託学生1名の計11名でスタートして以

来、8年目を迎えている。2年目に秋山昌広助教授

と梅津桂子助手が、それぞれコールドスプリング

ハーバー研究所およびダナファーバー研究所でのポ

ストドクトラルフェローの生活を終えて、新任の教

官として講座に加わってもらった。平成10年度には

真木智子助手が大阪大学・微生物病研究所より転任

し、教官のレギュラーメンバーが揃った。この間、増

田雄司博士（平成7・8年度）と関峰秋博士（平

成10・11年度）に教務職員としてスタッフに加わっ

てもらった。スタッフや学生が増えるにつれ、講座

内での事務もスタッフだけでは処理することが困難

になったため、事務補佐員（中澤智子（平成7～9

年度）と中嶋淑美（平成10年度～））と技術補佐員

（井田慶子（平成10年度～））にサポートを担当して

もらっている。

真木教授は、講座の名称にふさわしく主として大

腸菌を材料として分子遺伝学と生化学を担当してき

たが、研究科での教育内容として原核生物での分子

遺伝学に責任を果たす限りは、講座内での研究は原

核生物に限定しない方針で臨んできた。当講座での

研究のフィールドは「遺伝情報の維持と変化の分子

機構」とし、真核生物も含めて遺伝学から分子生物

学、生化学の幅広いアプローチで常時いくつかの研

究課題に取り組んでいる。真木教授の研究内容は

「大腸菌での自然突然変異の発生と抑制の分子機構

の解明」であり、突然変異の解析法の確立、試験管

内DNA複製系を用いた複製装置による複製エラー

の解析、ミューテ一夕一連伝子を中心とする各種の

変異抑制機構の役割と効率の解析を行ってきた。複

製エラーの実体を初めて明らかにし、校正機能のエ

ラーによるフレームシフト変異の誘発と鋳型スイッ

チによる新規のタイプの複製エラーを発見した。さ

らに、複製フォークの進行や転写が変異誘発に影響

を及ぼすことも見出した。秋山助教授は最初の3年

間は枯草菌を材料として、ミューテ一夕一連伝子の

分子生物学的解析を行い、3つの新しいミューテ一

夕一連伝子の役割を研究した。その後、アフリカツ

メガエルを材料として損傷乗り越えDNA合成を担

う新規DNAポリメラーゼの研究を開始している。

これまでに、少なくとも3種の異なる損傷乗り越え

活性が存在することを突き止め、その内の一つは

DNAポリメラーゼαであることを示した。梅津助

手は、出芽酵母二倍体細胞を用いて染色体再編の分

子機構の遺伝学的解析を行ってきた。遺伝学的手法

と最新の分子生物学的手法を駆使して、染色体再編

の検出と分類、さらには再編部位の構造解析を可能

にする実験系の開発に成功し、真核生物での染色体

異常の体系的な研究により、その実体を初めて明ら

かにした。また、染色体喪失や染色体再編に相同組

換えが重要な役割を果たしていることを示した。真

木助手は、出芽酵母の増殖に必須であるDNAポリ

メラーゼeの生化学的解析を行ってきた。この酵素

はDNA鎖伸長反応に関与するのみならず、DNA複

製のモニターや複製開始制御にも重要な役割を果た

している。これまでに、酵母細胞からのDNAポリ

メラーゼと複合体および触媒サブユニット断片の精

製法を確立し、両者の詳細な比較から、4種のサブ

ユニットの構造と機能について解析を進めている。

単鎖DNAを認識して酵素複合体が鋳型DNAから

解離する活性を発見し、さらに酵素複合体および2

種のアクセサリーサブユニットが二本鎖DNA結合

能を有していることを見出している。

以上の研究は、卒業生・在校生あわせて53名の大

学院生の教育の中に生かされ、特に累計15名の博士

後期課程学生にはスタッフとともに研究を推進する

大きな力になってもらった。これまでに、原著論文

10報はどがスタッフおよび院生の研究成果として公

表された。博士後期課程学生の内、現時点で3名が

博士の学位を取得し、フランスCNRS、理化学研究

所、九州大学医学部においてポストドクトラルフェ

ローとして活躍している。また、別の3名が単位認

定退学で学位審査中であり、これらの卒業生も研究

員として第一線で活発に研究活動を行っている。博

士前期課程修了後に他講座や他大学院に進学した卒

業生が10名おり、その内の2名はすでに博士号を取

得し、研究員となっている。これら以外の卒業生は

製薬会社、バイオ関連のメーカーなどの研究職に就

職したものが大部分であり、それぞれ講座で学んだ

知識や研究の体験を生かして活躍している。

（文責　真木寿治）
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1）講座の沿革

植物分子遺伝学講座は、平成6年4月教授島本功

と助手井澤毅の2名の教官および第1期生9人で

スタートした。翌平成7年に助教授経塚淳子、平成

8年に助手川崎努が加わり4人のスタッフが揃っ

た。研究テーマとしては、世界的にも最重要作物と

されるイネを実験対象とし、“イネの分子遺伝学’’を

共通の研究テーマとし、ゲノム情報を十分生かし、

農業上重要なイネの遺伝形質について遺伝子、タ

ンパク質、細胞レベルでの理解を目的とすること

にした。

2）主な研究テーマと成果

・耐病性の分子機構の解析一低分子Gタンパク質

Racとヘテロ三量体Gタンパク質が活性酸素生

成や細胞死の誘導を通して耐病性の重要な分子

スイッチとして働くことを明らかにした。

・花成誘導の解析－イネにおいてフィトクローム

が重要な日長感受性の因子であることを明らか

にした。

・花芽および穂形成の分子機構一花器官形成の分

子機構がイネでもほぼ保存されていることを明

らかにした。さらに、イネ穂の分化や成長に関

わる遺伝子を単離し、その解析を進めている。

・Ⅵ唱Ⅹy遺伝子による種子澱粉組成の制御一日本

稲の食味を決定する粘りけが、稲Ⅵ侶Ⅹy遺伝子

のスプライシングに影響する1塩基の突然変異

によって生じることを見つけた。

・トランスポゾンによるイネゲノムの機能解析

－Ac／／かsトランスポゾンを持つイネを詳細に

解析し、Ac／竹sを利用したイネゲノムの解析が

可能であることを見つけた。

・ジーンサイレンシングの分子機構一種子の糊粉

層で起こるジーンサイレンシングがトランス

ジーンの構造変化によって作られるアンチセン

スRNAによって起こることを見つけた。

3）主な論文

・K．Shimamoto（1995）Themolecularbiology

Ofrice．Sclence270：1772－1773

・T．Kawasaki etaL，n999）ThesmallGTP－

bindingproteinRacisaregulatorofcell

deathinplants．加c．Nbtl．Acad ScL USA
96：10922－10926

・T．IzawaetaL，（2000）Phytochromesconfer

thephotoperiodiccontroloffloweringinrice

（ashort－dayplant）．PIantJ122：391－400

・J．Kyozuka，etal．，（2000）Spatially and

temporally regulated expression ofrice

MADS box genes with similarity to

ArabldQPSIsclassA，B，Cgenes．PIantCell

PわysJd41：710－718

・M．KomatsuetaL，（2001）LAXandFRjZZY

PA∧汀CLE2genes determine theinflores－

CenCe arChtectureofrice by controlling

branchandspikeletinintiation．Dev．Blol．

231：364－373

・M．Isshikietal．，（1998）Anaturallyoccur－

ring functionalallele ofthe rice waxy

locushasaGTtoTTmutationatthe5splice

Siteofthefirstintron．PlantJ15：133－138

・K．Morino etal．，（1999）Silencing of an

aleurone－SPeCificgeneintransgenicriceis

CauSedbyarearrangedtransgene．」円antJ

17：275－285

・H．Enokietal．，（1999）Acasatoolforthe

functionalgenomicsofrice．PねntJ19：605－

613

4）卒業生と卒業後の進路

平成6年4月より平成13年10月までに在籍した

学生は博士前期過程と後期課程を含め計58名にの

ぼり、トヨタ自動車、三共、豊田中央研究所、アベ

ンティスファーマ、大阪府警、STAFF研、永大産

業、農水省北海道農試、北陸農試、羊土社、サカタ

のタネ、サラヤ、日本IBM、岡山県生物科学総合研

究所、サントリー、小林製薬、植物ゲノムセンター、

三和酒類等に就職している。後期課程を修了した学

生の論文タイトルは以下の通りである。一色　正

之、Hll年3月「スプライシングによるイネⅥ唱Ⅹy

遺伝子の発現制御」、森野　和子、Hll年6月「イ

ネ糊粉層特異的遺伝子に見られるジーンサイレンシ

ングの解析」、高橋　章、H13年6月「イネ細胞死

変異体を用いた耐病性信号伝達機構の解析」。

（文責　島本　功）
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スタッフ　教授：加藤順也、助教授：釣本敏樹、

助手：加藤規子、助手：小布施力史

【講座の沿革］

本講座は、吉川寛初代教授のもと、釣本敏樹助教

授、白髭克彦助手、小布施力史助手のメンバーで発

足した。吉川教授の“真核生物の核内では、染色体

が足場となって様々な生物の機能が営まれているた

め、この染色体の構造を調べ、そこで起きている現

象の分子機構を明らかにできれば、細胞の増殖、分

化、機能発現等、表に現れる現象の奥にある最も基本

的な仕組みを知ることができる”との考えの基に、真

核生物の染色体複製の解明を研究目的の主題とし、

（a）真核生物の染色体複製開始の制御と細胞周期の

連携、（b）複製開始領域DNAの分子ダイナミクス、

（c）ヒト細胞の複製蛋白質の機能解析に関する研究

が行われた。その成果の一部は、

1．K．Shirahige，etaLRegtdatbnofDNA－replication

Originsduringcell－CyCleprogression．Nature，

395，618－621（1998）

2．M．Fujita，et al．：Cellcycle dependent

topologicalchanges of chromosomal

replication originsin Saccharomyces

CereVisiae．GenesCells、3，737－749（1998）

3．T．Oku，etaL：FunctionalsitesofhumanPCNA

Whichinteractwithp21（Cipl／Wafl），DNA

polymerase6andreplicationfactorC．Genes

Cells，3，357－369（1998）

4．Y．Tatsumi，etal．：Association of Human

OriginRecognitionComplexIwithChromatin

DNAandNuclease－reSistantNuclearStruCtureS

J．Biol．Chem．275，5904－5910（2000）

として発表された。その後、平成13年4月1日には

吉川教授が定年退官となり（現奈良先端大名誉教授）、

また、白髭克彦助手が理化学研究所ゲノム科学総合

研究センター研究員に就任となり講座をはなれた。

平成13年5月1日に加藤順也二代目教授が、7月

1日には加藤規子助手が就任し、動物分子遺伝学講

座の第二期の幕開けとなった。現在は、ヒト細胞の

複製蛋白質の機能解析に加えて、細胞周期のGl期

における制御と発ガンとの関係に着目したプロジェ

クト、造血と血球細胞の分化・増殖の研究、アフリ

カツメガエルを用いた初期発生と細胞周期制御の研

究が進行中である。

【卒業生・在校生】

平成7年度博士前期課程修了：今城　小百合

（やえがき発酵技術）、高橋　恵子（理化学研究所）、

遠藤　洋子（鐘紡株式会社基礎科学研究所）、吉留

紅星

平成8年度博士前期課程修了：石川　友一（和光

純薬工業）、辻本　貴士（オフテクス）、藤田　雅子

（ピーエフ研究所）、奥　崇（特許キャピタル）

平成9年度博士前期課程修了：東岸　任弘（大阪

大学微生物病研究所）、三浦　仁志（メナード株式会

社）、森下　純（京都大学大学院理学研究科）、村上

弘道（チバ・スペシャリティケミカルズ）、山下　穣

（味の素研究所）、山口　聡（山之内製薬）、伊藤　建

治（東京大学医学部）、山口　佳洋（岡山大学薬学部）

平成10年度博士前期課程修了：白石　克也、

鈴木　大祐（浜松ホトニクス株式会社）、吉崎　尚良

平成11年度博士前期課程修了：一瀬　智子（産業

技術総合開発機構）、稲垣　尚美（理化学研究所）、

清岡　美穂（理化学研究所）、草川　貴史（国立北陸

先端科学技術大学院大学）、古田　満衣子（国立遺伝

学研究所）

平成11年度博士後期課程修了：堀　裕治（JT

医学総合研究所）、MaksumRadji（Department

PendidikanDanKebudayaanUniversitas）

平成12年度博士前期課程修了：加藤　由起（横

浜市立大学大学院）、鈴木　七保（メドジーン　バイ

オサイエンス株式会社）、高塚　隆之、山下　浩一

（奈良県工業技術センター）

平成12年度博士後期課程修了：四方　孔（大阪

大学微生物病研究所）、金　鍾明（理化学研究所）

在校生

飯田　哲生（D3）、太田　聡（D3）、巽　康年（D3）、

塩見　泰史（D2）、小野　達也（Dl）、久保田　真

（Dl）、梅原　真理（M2）、兼村　恵美子（M2）、

吉村　小諸利（M2）、矢野　雅樹（M2）、青嶋

千恵（Ml）、大石　英一（Ml）、篠崎　彩子（Ml）、

毛利　優子（Ml）、山田　真嗣（Ml）、山村　雅章

（Ml）

【科学研究♯取得状況（平成13年度）］

基盤研究（B）、基盤研究（C）、特定嶺域研究（A）、

特定領域研究（B）、特定領域研究（C）

（文責　加藤順也）
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1994年、名古屋大学教授堀田康雄が本講座担当

教授（併任）として、高瀬尚文（名古屋大学助手）が

助手として着任した。第一期生は、尾形信一、奥田

将生、北倉左恵子、皆見政好の4名であった。研究

テーマは「減数分裂期に誘導される遺伝子群に関す

る研究」で、テッポウユリで見出された機能未知な

遺伝子群の特徴付けを中心に行われた。1995年か

ら平塚和之（ロックフェラー大学博士研究員）が助

教授として加わった。二期生は上田長生、上藤洋敬、

上村隆俊、高松秀和、樽本奈保子、古川進朗の6名

で、さらに研究生としてイランからの国費留学生

AmirMousaviを迎えた。細胞増殖学講座と同じ実

験室を共同使用することになり、動物系と植物系の

実験器具が混在状況で、スペース不足に悩まされ

た。一方、実験機器の整備は順調に進み、年度末に

は遺伝子銃や高感度CCDカメラなどが設置された。

1996年度は柿原嘉人、木村真紀、橋野太、古江基

樹、諸橋賢吾、村田純の6名が、さらに研究補助員

として岡田朋子が加わった。研究スペースが最も苦

しい状態となったが、年度末に第3期棟が竣工し、

無事に移転することが出来た。この頃から、研究

テーマは減数分裂関連に限定せず、遺伝子発現制御

に関する研究も行われるようになった。1997年度

には、前期課程に岩崎祐太、桜木直也、渡壁百合子

の3名、さらに研究生としてモンゴルからの国費留

学生Gun－AajavBayarmaaが加わった。1998年

度はBayarmaaと前田智秀が前期課程に入学した。

1999年3月にMousaviが当講座最初の学位取得者

となった（論文題目；Functionalanalysis of

L，M14geneinducedduringantherdevelopment

inlily）。この年、堀田教授が停年退官を迎え、高瀬・

平塚の2名で講座の運営にあたることとなった。

1999年度は、前期課程に松尾直子、小野祥子、野村

哲也、福田泰之の4名が入学した。さらに、特別研

究学生として初谷紀幸、研究補助員として晶部久

子、渡辺由美が加わった。

2000年2月より橋本隆（本研究科形質発現植物

学講座助教授）が本講座担当教授として就任したの

に伴い、庄司翼、古谷育代、ThitamadeeSiripong

（タイからの国費留学生）が博士課程後期3年に、鈴

木興也が同2年に、直井国子が同1年に、林和典が

前期課程2年に講座変更して加わった。同年3月に

は皆見（論文題目；テッポウユリの減数分裂時期に

発現が誘導される熱ショックタンパク質の解析）と

尾形（雄性配偶体形成過程において減数分裂期に発

現する新規核タンパク質LIM5ならびにLIM13に関

する研究）が博士号を取得した。同年4月より樫木

博昭（SamuelRobertsNobleFoundation博士研

究員）が助手として着任し、PrietoRafaelが外国人

特別研究員として、大西博恵、安原知子、吉村美香

が技術補佐員として加わり、前期課程には阿部竜

也、稲井康二、河村知見、瀧川智明、中村睦子、成

田典之、日生下玄が入学した。総勢30名以上の大所

帯となり、勉強机、実験台、コンピューター、など

多くの面で不足した。研究テーマも2課題が加わっ

た。1つは「ニコチン生合成の分子生物学」であり、

タバコのニコチン生合成がジャスモン酸と特異的調

節遺伝子により制御される分子機構を研究してい

る。2つ目は「植物細胞の伸長制御と左右性」であ

り、右巻きまたは左巻きに表皮細胞層がねじれるア

ラビドプシス変異株を用いることにより、細胞伸長

やねじれの方向と表層微小管の配向制御との関連を

調べている。研究内容の追加に伴い、ドラフトチェ

ンバーの設置など研究室の設備を一部改変した。

同年12月より加藤彰が、2001年4月より大木宏之

がボスドクとしてニコチン生合成の研究に加わっ

た。2001年3月には庄司（論文題目；Regulation

Ofnicotinebiosyntheticgenes）、上藤（高等植物

の小胞子形成過程において発現するアミノ酸トラン

スポーター様遺伝子に関する研究）、諸橋（テッポウ

ユリ雄性配偶体形成過程において発現する遺伝子群

の大量解析）が博士号を取得した。同年4月より平

塚助教授が横浜国立大学教授として栄転したのに伴

い、小野が4月から、前田が10月から横浜大に移り

研究を継続することとなる。5月には中島敬二が海

外留学（ニューヨーク大）から帰国し、樫木助手に

代わってスタッフに加わった。修士前期課程1年に

浅沼威行、石田智仁、金子弥生、中村博之、野間将

平、安永みゆきが加わり、同年10月より庄司巽が助

手として就任し、現在に至っている。論文目録等は

講座ホームページを参照されたい。

（文責　橋本　隆）
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歴　史

93年4月川市正史が教授に就任したが、大学の校

舎は建設中であり京都大学医学部の一画で研究を

行った。翌94年4月第1期生の学生9名を受入れて

発生における転写制御機構、特にNotchシグナル伝

達系の解析を中心に高山で研究を開始した。同時に

岡千緒が京都大学から助手として赴任し、本講座の

活動が始まった。本来1講座分のフロアーを3講座

で共有してのスタートであった。95年4月、米国国

立健康研究所から古久保哲朗が助教授として赴任

し、真核細胞の基本的転写因子の解析を開始した。

翌96年3月第1期生が前期課程を修了し、4名が本

学後期課程に進学した。同年4月には、東京大学か

ら三宅剛司が助手として加わり、スタッフの布陣が

完成した。三宅は古久保と共に酵母の遺伝学を活用

した基本転写因子研究を進めたが、98年4月バージ

ニア大学へ留学のため辞職し、その後任として東京

大学から笠原浩司が同年4月助手に就任した。

01年3月本講座から初めて3名の学生が博士号を

取得し修了した。同じ3月古久保は横浜市立大学大

学院教授に就任するため辞職、笠原も横浜に移動し

た。後任には、京都大学から石田靖雅が助教授とし

て、松田永照が助手として4月に赴任し、それまで

の基本転写因子の研究とは一転して、レトロウイル

スによるES細胞のランダムな変異導入を利用した

遺伝子機能解析の研究を開始した。

業　績

（1）RBP－Jkの発生における機能解析（論文1）

川市と岡のチームは、発生の制御機構を解明する

ため、Notch受容体シグナルの核内effectorである

RBP－Jk蛋白質の作用機構を研究し、RBP－Jkと直接

結合し転写の制御に関る遺伝子2種を発見した。こ

のうちPTFl／p48は、膵臓の発生と機能に必須であ

り、未分化な脊髄の神経細胞にも発現し神経発生を

負に制御していることを明らかにした。もう一つの

MINT／spenは、ヒストン脱アセチル化酵素複合体

の構成因子である。我々はショウジョウバエ遺伝学

を駆使して、MINT／spenが実際にNotchシグナル

伝達を負に制御することを証明した。

（2）基本転写因子TFIⅢの分子機構の解析と転写

開始機構の解明（論文2，3）

古久保、三宅、笠原のチームは、酵母の遺伝学を

活用し、転写の開始と転写活性化因子による転写制

御に最も重要な機能を持つTFIID複合体の詳細な分

子機構を解析した。ことに、酵母TFImの最大サブ

ユニットTAF145蛋白質に注目し、N末端部分の機

能を解析して転写活性化における2段階ハンドオフ

モデルを提唱した。

（3）神経細胞発生と機能維持に関る遺伝子の研究

岡のチームは、神経細胞の発生と機能維持に関る

新たな遺伝子を多数発見した。その一つLRPIB遺

伝子は、ヒトの遺伝的多型が晩発性アルツハイマー

病の発症と関連することを発見し、神経細胞の維持

に重要な機能を持つことを明らかにした。また、新

規蛋白質分解酵素S8が、網膜の軸形成など神経系の

発生のはか、骨や関節の形態形成を制御することを

発見した。S8は、ヒトの骨関節炎において軟骨細胞

の再生に関る可能性があり、今後再生医療を視野に

据えた研究が行なわれる。

（4）ジーントラップーマイクロアレイ法の開発

（文献4）

石田はマウス細胞の染色体に効率良く変異を導入

できるレトロウイルスを開発した。このウイルスを

用いれば、変異した遺伝子のエクソン配列を知るこ

とができる。石田と松田のチームは、突然変異導入

したES細胞のライブラリーを作ると共に、変異遺

伝子エクソン断片のマイクロアレイを作成するプロ

ジェクトを開始した。この技術は遺伝子破壊マウス

の作成に要する時間と労力を大幅に削減する。

代表的な論文

1．ObataJ，YanOM，MimuraH，GotoT，

NakayamaR，MibuY，OkaC，KawaichiM．

GeJleSCe〃鼠（2001）6，345－60．

2．TsukihashiY，KawaichiM，KokuboT．

JβbエCわem（2001）276，25715－26．

3．KotardT，MiyakeT，TsukihashiY，Hinnebusch

AG，NakataniY，KawaichiM，KokuboT．

J励九Cわe汀】．（1998）273，32254－64．

4．GoodwinNC，IshidaY，HartfordS，WnekC，

BergstromRA，LederP，SchimentiJC．

肋たGeJ】ef．（2001），28，310－1．

（文責　川市正史）
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細　胞　増　殖　学　講　座

講座沿革：

■講座スタッフ

当講座は、当初教授：竹家達夫、助教授：加藤順

也、助手：田中利明、石田教弘で発足した。その後、

2001年5月に、加藤助教授が動物分子遺伝学講座教

授に昇進し、それに伴い田中助手も転籍した。

■講座配属学生名簿

修士課程修了・在籍者：

第1期生：秋月岳、内田敏弘、木村博道、後藤正志、

畳家貴之、水守理、板鼻（森数）陽子

第2期生：赤松恵美、黒川量雄、秋月（小松）さお

り、友田紀一郎、中村有里、若松俊史、鳥

居豊橘

第3期生：荒田信幸、貫近徳之、竹之内裕美、布上

耕、桝井幸恵、南方麻美、竹宮博

第4期生：小川一樹、小川拓哉、北原玲（2000年逝

去）、久保田幸子、田畑宏充、中村典子、

久米勇徳

第5期生：篠原史一、杉山頼子、森（仲）彩世、前

田拓也、前田真岐、森誠司、山口温輝

第6期生：井上加代子、小野達也、大沢龍司、久保

田真、瀬尾徳恵、星島光博、三浦聡彦

第7期生：秋山元英、梅原真理（転籍）、大野啓太、

大童有紀、古賀慎太郎、吉村小緒利（転籍）

第8期生：酒井直美、佐守秀友、中村哲士、原野里

恵、藤本昌紀、官武佑樹

博士課程修了・在籍者：

第1期生：秋月岳

第2期生：黒川量雄、友田紀山郎

第3期生：荒田寺信、駄1yMeⅣanb（インドネシア）

第4期生：小川拓哉、与譜圭一郎、布上耕

講座創立当初のメンバー

t研究領域・目的

本講座は、動物が個体を形成し維持していく過程

でみられる秩序だった細胞の増殖・分化機構を理解

するために、動物細胞に普遍的に見られる細胞周期

制御を分子レベルで明らかにすること、生殖系や骨

代謝系を材料として細胞の分化、成熟ならびに機能

発現機構を理解すること、に焦点を当て研究を進め

てきた。

●主な研究テーマ

・哺乳類卵子の形成、成熟そして初期化：哺乳類卵

子の成熟に関わる細胞間情報伝達機構および受精時

にみられる胚生ゲノム成立機構についての研究。

・破骨細胞の分化・成熟・機能発現：骨代謝におい

て、骨吸収反応を担う破骨細胞に注目し、その分化

過程および成熟破骨細胞の機能発現機構を分子レベ

ルで理解するために、血豆伍扮化誘導系を利用する。

・細胞周期制御の分子メカニズム：高等動物細胞の

細胞周期を動かすGlサイクリン／Cdk　複合体の

上流あるいは下流で働く新しい因子の機能解析を通

じて、細胞の増殖、分化、癌化のメカニズムを分子

のレベルで明らかにする。

■学内外との共同研究

上記の研究を進める過程で、学内外との共同研究

を積極的に図った。特に、畜産技術協会などからの

受託研究、富士写真フイルム、住友製薬、持田製薬

などとの共同研究を進めることにより、広く技術・

成果を共有することが出来た。

■研究成果

以上の研究活動により得られた成果を、有力国際

誌、国際学会・シンポジウムなどを通して頻繁に世

界的に発信した。また、H．G，Khorana博士など多数

の研究者を国内外から招待し、セミナーを主催する

ことなどによる研究交流を行った。

■教育面での成果ならびに卒業後の進路

2001年度までに、修士および博士課程併せて61

名の学生が配属された。その内、健康／財政面の事

情から中退をやむなくされた3名を除き、全員課程

を修了した。特に、平成11年度から創設された「バ

イオサイエンス優秀学生賞」に、当講座の友田（平

成11年度）、小野（平成12年度）の二人が各々選ば

れた。

課程修了後、学内／他大学大学院、製薬業界をほ

じめとする民間会社、国内外ボスドク、大学ならび

に国公立研究所の教職員などに進学・就職し、様々

な分野で社会に貢献をしている。

（文責　竹家達夫）
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分　子　発　生　生　物　学　講　座

【講座研究活動概要】

分子発生生物学講座においては、主に脊椎動物の個体発

生過程における、形態形成、器官形成、細胞分化のメカニ

ズムについて、分子生物学的なアプローチを用いて解明す

ることを目標として、研究及び教育活動に携わっている。

具体的にはニワトリ胚を用いた眼の形成、中軸骨格のもと

である体節形成、ゼブラフィッシュを用いた生殖細胞の成

立などをテーマとして、それぞれのモデル系をフルにいか

して、細胞外シグナルとその受容機構、遺伝子の転写制御、

RNAレベルでの制御などの観点から研究を進めている。

【年度ごとのトピックス】

平成6年度：安田国雄教授、梅園和彦助教授、荻野　肇助

手のスタッフが中心になって本講座が発足。

バイオサイエンス研究科一期生（修士課程一

年）の学生と共に新しいスタートをきる。

平成8年度：井上邦夫助手を迎え、フルメンバーのスタッ

フとして講座の充実を図る。

平成9年度：梅園和彦助教授が、京都大学ウイルス研究所

教授として栄転。

平成10年度：高橋淑子助教授を迎える。本講座から初めて

の博士号取得者誕生。

平成13年度：安田国雄教授が副学長に昇進。また荻野助手

の米国留学／休職に伴い、影山裕二助手を迎

える。

【学会活動など】

本講座の構成メンバーが所属する学会は、日本発生生物

学会、日本分子生物学会、日本細胞生物学会、日本RNA

学会などである。これらの学会において、本講座のスタッ

フは運営委員、評議委員、幹事等をつとめている。これら

の学会が主催する年次大会において、シンポジウムやワー

クショップのオーガナイザーとして、または招待講演者と

して頻繁に研究講演を行っている。国際学会における招待

講演あるいは研究発表もはぼ毎年のように行われている。

また外部講演者を頻繁に招待し、その総数は46回を

数え、うち21回は外国からの来訪である。

【これまで取得した外部資金（抜粋）】

日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業研究費－3件

（平成8年慶一平成12年度：コアメンバーとして）

文部科学省特定領域科学研究費（A）5件

（平成8年度一平成13年度：計画研究代表者、公募研究

代表者として）

文部科学省特定額域科学研究費（B）

（平成12年度一：額城代表者として）

文部科学省特定領域科学研究費（C）2件：

（平成12年度－：公募研究代表者として）

【代表的な発表論文】

1．KobayashiM，Takezawa S，Hara K，Yu RT，

Umesono Y，Agata K，TaniwakiM，Yasuda K．

Umesono K“Identification of a photoreceptor

ce11－SpeCificnuclearreceptor”加c．Natl．AcadScL

USA96，4814－4819（1999）．

2．Yu RT，Chiang MY，Tanabe T，KobayashiM，

Yasuda K，Evans RM，Umesono K“The orphan

nuclearreceptorTlxregulatesPax2andisessential

forvision．”加cNbtlAcadScLUSA97，a621－2625

（2000）．

3．KobayashiM，Yu RT，Yasuda K Umesono K

“CelトtypeLSpeCificregulationoftheretinoicacidre－

ceptormediatedbytheorphannuClearreceptorTLX”．

MdCeJJβわJ20，873ト8739（2000）

4．OgirMLIlandYasudam（1998）Inductionoflens

differentiationbyactivationofabZIPtranscription

factorしMaf．Sclence280，115－118

5．Yasuda，K”Momose，T．andTakahashi．Y．（2000）

Application of microelectroporation for studies of

Chickembryogenesis．Develop．Growth＆Djffbt142，

203－206

6．TakahashiY．，OsumiN．and PatelN．：Body

Patterning．Proc．Natl．AcadScL L7SA，98，

12338－12339（2001）

7．Suzuki，H．，Jin，Y．，Otani，H．，Yasuda∴Kりand

Inoue．m Regulation of alternative splicing of

a－aCtinintranscriptbyBrun0－1ikeproteins．Genesto

Cells（inpress）

【講座の日常】

平成13年度現在、本講座の構成メンバーは30名を越え、

その大半を占める学生諸君は日々積棲的に研究に励んでい

る。週一回の英語論文発表セミナーは全員参加のもと、論

文内容の徹底理解はもとより、発表方法（いわゆるプレゼ

ンテーション）の指導も積極的に取り入れている。また学

生の研究プログレスレポートに関しては、学生が主体と

なったセミナー形式として定期的に開催されている。

学生の諸学会における参加や研究発表は極めて積極的に

支援している。また毎年のように、本講座から数名の学生

が渡航し、国際感覚を身につけるようサポートしている。

学生生活に対する配慮として、通常のハードな研究生括

の一方で、講座メンバーによるコンパやNAIST駅伝にお

ける上位への挑戦など、学生が主体となって楽しく企画し

ており、充実した学生生活の一環としてスタッフはこれら

の活動を支援する方針である。

【本講座に所属した学生について】

本講座発足以来の修士課程在籍者数の累計は52名。

うち27名が博士課程に進学するなど（本講座20名、他大

学7名）、本講座修士課程出身者の多くは博士学位取得を

希望する傾向が強い。また博士課程より新たに本講座に在

籍したものは2名。

平成13年度末現在において、本講座出身のバイオサイ

エンス博士学位取得者は計9名。うち6名はハーバード大

学、イギリス・ケンブリッジ大学など海外に留学し、研究

活動に従事し活躍中。他の3名も科学者として独立すべく

ボスドクとして研究に励んでいる。

【留学生の受け入れ】

平成11年度よりバングラデッシュ出身のRezaHasan

Mahmud氏を博士課程在籍者として受け入れる。日本語

もかなり流暢であり、他の大学院生ともよくうち解けて、

日本人大学院生にとっても大変よい刺激となっている。

（文責　高橋淑子）
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分　化・形　態　形　成　学　講　座

［講座教官の沿革］

大山莞爾　1994．4－1996．3

現在京都大学教授

横田明穂　1996．4一現在

河内孝之　1994．4－95．3

1995．4一現在

竹村美保　1995．4－現在

三宅親弘　1997．4－1998．3

1998．4－2001．3

現在九州大学助教授

明石欣也　1999．1－2001．3

2001．4一現在

教　　授

教　　授

助　　手

助教授

助　　手

教務職員

助　　手

教務職員

助　　手

［博士学位取得者の進路］

村本拓也（Hll年、京都大学リサーチフェロー）、

西井晶子（H12年、株式会社ピアス）、兵頭秀貴

（H13年、財団法人地球環境産業技術研究機構研究

員）、嶋岡泰世（H13年、財団法人地球環境産業技

術研究機構研究員）

［外国人客点数授・客鼻研究者］

Nam－HaiChua（TheRockfellerUniversity教授、

Hll年）、HansBohnart（UniversityofArizona

教授、Hll年）、BraianA．Larkins（Universityof

Arizona教授、H12年）、BarryOsmond（Columbia

UniversityBiosohere2Center教授、H13年）、

Enrique（UniversityofLondon研究員、H13年）、

J．Clark Lagarias（Univ．California，Davis教授、

H13年）

［講座の研究分野］

（1）光合成CO2固定酵素RuBisCOに関する研究、

（2）環境ストレス耐性植物の作成、（3）光形態形成に関

する研究、（4）茎頂分裂組織分化に関する研究を進め

ている。

［研究業績（講座創設以降の主な発表論文）］

・Akashi，K，Miyake，C．andYokota，A．Citru11ine，

anovelcompatiblesoluteindrought－tOlerant

Wild watermelonleaves，is an efficient

hydroxylradicalscavenger．FEBSLett．508，

438－442（2001）

・Kohchi，T．，Mukougawa，K．，Frankenberg，

N．，Masuda，M．，Yokota，A．andLagarias，

J．C．The Arabidopsis HY2gene encodes

phytochromobilinsynthase，aferredoxin－

dependentbiliverdinreductase．PlantCell13，

425－436（2001）．

・Miyake，CandYbkota．A．CyclicflowofelectrtH唱

WithinPSIIinthylakoidmembranes．Plant

CellPhysiol．42，508－515（2001）．

・Nishiyama，Y．，Yamamoto，H．，Allakhverdiev，

SI，IIlaねM，Ybkota，AandMurat孔N．0Ⅹida也ve

StreSSinhibitstherepairofphotodamageto

thephotosyntheticmachinary．EMBOJ．20，

5587－5594（2001）．

・Miyake，C．andYokota，A．Determination

Oflherateofp血ticnofQ2in仕肥Water－
Water CyClein watermelonleaves and

enhancementofthe ratebylimitationof

photosynthesis．PlantCe11Physiol．41，335－

343（2000）．

・Shimaoka，T．，Yokota，A．and Miyake，C．

Purification and characterization of

Chloroplastdehydroascorbatereductasefrom

Spinachleaves．PlantCellPhysiol．41，1110－

1118（2000）．

・Muramotoetal．，TheArabidopsisphotomor－

phogenicmutanthylisdeficientinphyto－

Chrome chromophore biosynthesis as a

result of a mutationin a plastid heme

OXygenaSe．，PlantCell，11，335－348，1999．

・Shikanaietal．，Directdisruptionofthetobacco

ndhB geneimpairs cyclic electron flow

aroundphotosystemI．，Proc．Natl．Acad．Sci．

USA．，95，9705－9709，1998．

・Uemuraetal．，Distributionoffalloverinthe

Carboxylasereactionandfallover－inducible

Sites among ribulosel，5－bisphosphate

Carboxylase／0ⅩygenaSeOfphotosynthetic

Organisms．，PlantCellPhysiol．，39，212－219，

1998．

・Uemuraetal．，Anon－radioassayofribulose

l，5－bisphosphatecarboxylase／0ⅩygenaSeby

ananion－eXChangechromatography．，Biosci．，

Biotech．，Biochem．，62，567－569，1998．

・Kohchi，T．ConstructionofnormalizedcDNA

librariesfromplants．，PlantBiotech．，14，87－

90，1997．

［学会および社会における活動］

横田明徳：日本植物生理学会評議員、PlantandC11

Physiology編集実行委員

河内孝之：日本植物細胞分子生物学会評議員、日本

植物生理学会評議員

［授賞・表形】

横田明穂：農芸化学奨励賞（1989）

河内孝之：農芸化学奨励賞（2002）

（文責　横田明穂）
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生　体　高　分　子　構　造　学　講　座

～研究室創始と第一期の10年～

生体高分子構造学講座は、1994年（以下94年、

平成6年）4月に大阪大学から箱嶋敏雄が担当教授

として赴任し、博士前期課程の1期生5名、加藤昌

人（98年博士、飛び級）、伊原健太郎、藤井佳史（以

上2名、99年博士）、楠本正博、東本篤樹、宮田知

子（以上3名、96年修士）とともに始動した。これ

に先駆けて、92年春にバイオサイエンス研究科の教

授・助教授の人事が行われており、箱嶋は92年11月

から本大学院大学バイオサイエンス研究科ワーキン

ググループ（いつも近鉄奈良駅ビル4階で開かれ

た）委員として、当講座の立ち上げの準備（研究室

の設計、備品類の調達等）を行ってきていた。幸い、

補正予算等で、初年度にⅩ線発生機や検出器は導入

できたが、残念ながら、Ⅹ線実験室は次年度の三期工

事D棟の完成を、また、最終的な研究室は、更に次々

年度のD棟の第四期工事待たねばならなかった。こ

の年、本講座は島本功教授等とともに、第二期期工

事で完成していたC棟3階の山田康之教授（形質発

現調節学講座）の研究室に間借りした。箱嶋の教授

室は、植物遺伝学講座助教授室を転用した。三期工

事の完成した95年には、2期生7名、広津晶子、尾

崎浮（以上2名、2000年博士）安忠一、久下宗一、

高橋邦明、平山順也、村口佐知子（以上5名、97年

修士）が配属されて、研究室はD棟5階に移動した。

これも仮住まいであったが、Ⅹ線室とNMR室

（500MHのM装置を導入）が完成したのは嬉し

かった。この年に、助手の清水敏之と助教授の白川

昌宏とが赴任した。96年には、第四期工事が終了し

て、現在の研究室（D棟5階南ウイング）が完成し

た。また、この年にD棟l階に800MHのNMR装置

が導入されて、構造解析のハードウエアが揃った。

また、計算機類は、全学情報ネットワーク（塁茶羅

ネットワーク）の一環として整備され始めており、

初年度と第三年度とで、ワークステーション（SGI

社Onyx－2CPUを1台とIndigoを5台）と計算サー

バ（SGI社PowerOnyx－6CPUを1台）を導入し

た。これらはレンタル物品であり、以来、4年おき

の更新で随時、必要にあわせたモデルに置き換えて

いっている。情報科学センターの厚意に感謝してい

る。この年に3期生6名、大木出、岸忠明、浜田恵

輔、三島正規（以上4名、01年博士）小森隆嗣、高

田英好（以上2名、98年修士）、が配属され、阪大蛋

白質研究所からの委託学生であった池上貴久が教務

職員になり、翌年に助手となった。

97年には、4期生4名、阿川泰夫、岡田輝政、中

西大（以上3名、99年修士）、前崎綾子（2002年博

士見込み）が配属された。この年から研究生等の受

け入れを始めており、その第一号として、岐阜大学医

学部助手の加藤善一郎（97年～99年）が研究室に

加わった。98年の5期生は6名、石垣智子、市原寿

子、伊藤紀幸、中野福子、山口秀幸（以上5名、99

年修士）、下竹敦哉（2001年博士退学、医学部編入

準備）で、岡田健吾が最初教務職員、後に助手とし

て、また、武田製薬から井ノ岡博（98年～99年）が

受託研究員として加わった。99年は6期生3名、

佐々木桂一、牧俊行、瀬戸あづさ（以上2001年修

士）、研究生として赤間浩之、鹿野博明（99年～2000

年）、博士後期課程学生として真板重夫と韓国ソウ

ル大学からの国費留学生JeeJun Goo（ともに

2002年博士見込み）が加わった。この頃には、総勢

30名の大所帯研究室となっており、研究のランニン

グコストも初年度1千万未満だったのが三千万を悠

に超えている。2000年には7期生4名伊藤幸代、榊

原良江、桜井滋、福田彩、2001年には8期生4名小

林俊達、高橋宏之、寺脇慎一、野村誠と博士後期課

程の国費留学生（韓国高麗大）KimSunYong、大

日本製薬からの受託研究員鈴木健司が加わった。ま

た、この年に白川と清水がそれぞれ教授、助教授と

して横浜市大へ転出し、池上がドイツヘ留学して、

当講座の第一期の10年が終了した。第二期は、児島

長次郎を新任の助教授として迎えて、講座の改組拡

充を視野に入れて、助手の人事等を進めつつある。

以上、研究室の変遷を見てきたが、研究費は主に

文部省科学研究費で賄ってきた。それらは多件数に

上るが、箱嶋、白川が発足に加わった重点領域研究（A）

「情報認識蛋白質」（94年～97年）と特定額域研究

（A）「多次元情報伝達」（98年～2001年）、及び箱

嶋の一般研究（B）（95年～96年）、基盤研究（A）一般

（97年～99年）、基盤研究（B）一般（2000年～2001

年）、試験研究（B）（95年～97年）、基盤研究（A）展開

（98年～2000年）および特定研究（B）（2000年～

2004年）が主なものである。研究成果については紙

面の関係で割愛するが、多数の原著論文がインパク

トの高い国際雑誌に発表されている（Ce几EMβOJ二

抽出Jre5けucLβjbエなど）。

（文責　箱嶋敏雄）
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生　体　高　分　子　設　計　学　講　座

98

講　座　名）

生体高分子設計学（客員講座）

設置年月日）

平成6年4月1日

研究内容）

哺乳動物ゲノム情報解析

歴代スタッフ）

教　授　京極

助教授　中井

助　手　岡田

好正

謙太

健吾

教　授　藤吉　好則

助教授　影山　龍一郎

教　授　松原　謙一

助教授　中福　雅人

助教授　谷口　寿章



生　体　有　機　化　学　講　座

本講座は客員講座であり、学生は在籍しておらず

教員が各自の研究活動を行なってきた。以下に現在

の研究状況と歴代教員の在籍中の研究を紹介する。

客員教授　柴田大輔（1998年12月から）

専門分野　植物分子生物学、ゲノム生物学、細胞生

物学専攻

植物代謝調節学講座の新名惇彦教授が中心となっ

ている通産省（現経済産業省）プロジェクトに参加

し、多重遺伝子導入技術の開発を進めている。先端

科学技術研究調査センター内に設置された研究室に

おいて、ボスドク1名、および民間企業からの派遣

研究員1名と研究を進め、DNAを多重に連結する技

術を開発し、その応用研究を進めている。

客員助教授　渡辺政隆（1999年4月から）

専門分野　科学史、進化生物学、科学啓蒙

主な研究課題

1．生物学史、進化生物学の最新の研究成果、科学

研究のあり方等に関する研究。

2．先端科学の研究者と科学ジャーナリズムとの関

係論。

3．生態系の安定性と生物多様性に関する概念の成

立とその変遷の歴史。

助　　手　相田光宏（1998年9月から）

専門分野　植物分子発生学

主な研究課題

高等植物の胚発生過程の分子遺伝子学的手法によ

るメカニズムの解明。上下軸・放射軸に基づいた植

物の基本パターン確立のメカニズム、器官形成の中

心的場であるメリステム形成のメカニズムをシロイ

ヌナズナを中心に用いて解析。

歴代教員の研究

客員助教授　久住高章　サントリー（株）（1996年

4月から1997年3月）

専門分野　生体有機科学　植物遺伝学

主な研究課題

1）花の色素調節（青花の創製）についての研究

2）植物色素成分の研究

3）遺伝子工学による育種

植物の花の色の改変、特に青いばらを創るという

目的で仕事を進めた。花の色素成分と花の色との関

係、花の持つ色素成分の科学構造と発色の関係につ

いての研究を進めた。また、遺伝子工学の技術を用

いて、アントシアニンの生合成経路の遺伝子の発現

を調節することによって花弁の花色を変える研究を

進めた。

客員助教授　杉田憲治　塩野義製薬（株）（1997年

4月から1998年3月）

専門分野　分子腫瘍学

主な研究課題

癌化シグナル阻害剤の探索

各種癌遺伝子でトランスフォームしたNIH3T3

細胞を用い、その癖化した細胞の形態を正常化する

ような天然物あるいは化合物の中から探索を行った

結果、新規物質として、Trapoxin、Depudecin、

0Ⅹamflatinを、既知物質として、Trichostatins、

Hypothmycinなどを見出した。

（文責　柴田大輔）
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大　正　製　薬　ゲ　ノ

大正製薬ゲノム機能解析講座は、平成9年に大正

製薬株式会社の寄付金により作られた講座です。設

立当初は、松原謙一教授、榊原助教授、私、的場助

手という顔ぶれで始まりました。松原先生は大阪大

学でずっと行ってこられたBodyMap Pro5ectを、

私は科学技術振興事業団で開発したPCRベースの

遺伝子の発現プロファイル技術である分子インデッ

クス法とアダプター付加競合PCR法を持ち寄り、神

経系の発生過程を明らかにしよう、ということで研

究室が始まりました。この共同プロジェクトは大成

功で、最終的に両者を組み合わせたシステムに発展

しました。すなわち、まずBdyMap法で組織で発

現する遺伝子をリストアップする（図1）。そして、

独自開発の定量PCRであるアダプター付加競合

PCR法でそれらの遺伝子の発現量を定量する

（図2）。この2段階よりなる方法で数千の遺伝子の

発現状態を記録していきます。現在、発現プロファ

イルの技術としてはマイクロアレイが衆目を集めて

いますが、それに匹敵する技術体系を確立できた、

と考えております。

寄付講座は、基本的に教育には携わらないので、

そのメリット、デメリットはよくわからないところ

があります。ただ、確かなメリットは、産学連携を

実践できるところにあるのではないか、と考えてい

／　　操的組織の遺伝子のリストアップ
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ます。スポンサーの大正製薬をはじめとして、日立

ソフト、DNAチップ研、ユニーテックなどの企業と

実り多い協力関係を築いてきました。おもしろいこ

とに、私たちの基礎的な技術が応用面に生かされる

だけでなく、応用研究から新しい基礎研究のアイデ

アがでることがありました。産学連携の促進に伴

い、基礎研究の軽視を危惧する声が大きくなってき

ていますが、私どもの経験では、基礎研究にとって

も得るところが大きく、そのレベルアップにも役立

つと思います。

この4年間でゲノム研究を取り巻く社会的な情勢

が大きく変わってしまいました。ゲノム科学が将来

の医療を大きく変える、ということで社会の注目を

浴びるようになってきました。私どもにとっては歓

迎すべき状況ですが、流行が終わったときに囲魅な

状況に直面する可能性があるので、細心の注意を払

わなければならない、と心がけております。

さて、平成13年の4月から私が研究室を担当する

ことになりました。研究は、脳の研究から医学研究

に次第に移ってきました。痛や神経変性疾患の発症

課程を遺伝子発現プロファイルで明らかにすること

に焦点を絞っています。これからの研究がみのり多

いものであるよう願っています。

（文責　加藤菊也）
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